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日東工業株式会社（本社：愛知県長久手市、取締役社長 黒野 透、以下 日東工業）は、世界遺

産「富士山―信仰の対象と芸術の源泉―」の構成資産の一つである富士山本宮浅間大社（静岡

県）に静岡県東部電気工事協同組合と協力して「放電検出ユニット（以下 スパーテクト）」と

「感震ブレーカー」を設置しました。 
 

近年、電気火災の割合が増加傾向にあり、火災全体の 30％（※）を占めています。こうした中、

富士山本宮浅間大社において電気火災の未然防止を目的とする防火設備として選ばれました。 
 

従来、電気火災防止を目的に行われているトラッキング対策は主にコンセントのみを対象とし

ています。そのため、壁内配線や延長コードなどで発生する電気火災につながる要因を検出する

ことはできませんでした。「スパーテクト」は、家屋内のトラッキングやケーブル断線、ショート

（短絡）などで発生する火花放電を当社独自技術により検出し、電気火災を未然に防止する日本

初の製品です。また、大地震による電気復旧時に発生する復電（通電）火災を防ぐ有効手段であ

る「感震ブレーカー」を設置しています。 
 

日東工業は、「スパーテクト」と「感震ブレーカー」の普及を通して、電気火災の未然防止に貢献

し、世界遺産に登録されている富士山本宮浅間大社をはじめ、歴史のある建造物などを保全・継承

し、地域社会の安全な暮らしのサポートを進めていきます。  
 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 
【 世界遺産 】富士山本宮浅間大社を電気火災から守る 

放電検出ユニット（スパーテクト）と感震ブレーカーを設置 

ニュースリリース 

■設置内容 
 

・設置製品：スパーテクトと感震ブレーカー 

を搭載した電灯分電盤 

・設置場所：社務所 

■富士山本宮浅間大社 甲田宮司から設置に関して 
 

近年、電気が原因と思われる文化財の火災報道が続いており、危機

意識をもつようになっていた。当大社は、世界遺産富士山の構成資

産として重要であり、保全・継承するためにこのような新しい技術

も取り入れていきたい。 

甲田吉孝 宮司 

 

放電検出ユニット 
（スパーテクト） 

感震ブレーカー 

※東京消防庁管内 統計 
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【参考】 

■火花放電の発生要因と機器の保護範囲 

ケーブルなどの経年劣化や不適切な取り扱いなどにより、配線周りでの電気火災が多発しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■感震ブレーカーとは 

一定以上の震度の地震が発生した時に、自動的に電気の供給を 

遮断し、電気が原因による火災を防ぐ機器全般のことです。 

 

■復電（通電）火災とは 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

トラッキング 短絡・断線 トラッキング 

＜従来機器の保護範囲＞ 
 

各コンセント部に機器が

必要です。 

＜放電検出ユニット（スパーテクト）の保護範囲＞ 
 

一般住宅の場合、1台でトラッキングだけでなく壁内配線

など目視が困難な箇所で発生した火花放電を検出します。 

■放電検出ユニット（スパーテクト）の機能 


